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【目的】腎機能検査 で は数 え 落 と しの 影響を避け る た め，静注量を222MBq 以 卜
．
と して い た．しか し尿管蠕動 の 観 察 の た め 大量

投与を試み，大量投与 に伴 う数え落 と しの 補 正方法 の 検刮 と，腎機能 と尿 管の 蠕 動 を比 較 した．

【使用装置】GE 社製　Starcam　3000XRfT 　Collfmator　HR

使用医薬品　ウ ル トラ テ クネ カ ウ 〔
99’1 Tc　555−740MBq （小児 は v ）’11Tc

　222 −555MBq ｝〕MAG3 キ ッ ト

【収集条件】Matrix　128× 128，2sec／F （600F ，　tota］201nin．1，拡大率 1，33倍（小児 は 1．60−2．00倍〉
【数え落 と しの 補TE】コ ン トロ

ー
ル とな る線源（Cs，99mTc −18MBq 前後1を コ リメ

ー
タ面 に置き，　Cs の み の 値（Cs   ）を基準 と し，

静注前後の MAG3 の 測定時 の Csの値CsL お よ び患者デ
ー

タ収集時 に お け る Cs の 値Cs2 の 変化 か ら数え落し補 正 を行 う．
【尿管の 蠕動 の 観察】左右 の 尿管 に 7× 5pixelの Box 　ROi を 設 定 し，　BG と して 尿管の 外側 に 同

一
の Bo 、

　ROI を設定 して ，そ れ ぞ

tvの ヒ ス トグ ラ ム を作 成 す る．尿管 の ヒ ス トグ ラ ム をURE で ，　BG の ヒ ス トグ ラ ム をUBG で あ る．　BG の 影響 を除 くた め に，
URE か らUBG を差 分 した もの を

“
ウ レ テ グ ラ ム

”
とす る ．

【実験】点線源 と面線源 （35cm ×25cm × 3cm ）の 数 え落 し を
， 経時的 に 測定す る こ とに より求め た．

【結
．
果 】面線源 が点線源 よ りも数 え落 しの 影響 が 大 きか っ た．

燉 孀 しの 効果】MAG3 −74・MBq ま賄 ・した症例 で は 激 縮 しの 補正 を しなか っ た 場合ERPF の T 。、、ICよ773 ．58，，t！mi 。．　ERPF
計算時 に シ リ ン ジ の み の 数 え落 し補 正 を した場合ERPF は 661．67ml！min ，本法 に よ るERPF は 1154 ．2ml！min とな り，前二 者 よ

りも高値 を示 した．なお レ ノ グ ラ ム カーブ作成時 か ら シ リ ン ジ の み の 数え落 し補 正 を した 場合 で も，本 法 に よ る 結果 よ り も低

値 で あ っ た，

【尿管麟 の 症剛 Fig・2は 左 腎結石 症例 で ，鍛 に レ ノ グ ラ へ 下段に・ル テ グ ラ ム を示す．左腎 は正 常 パ タ
ー

ン で あ るが ，
右腎は レ ノ グ ラム が 二 峰性 で ，ウ レ テ グ ラ ム が 遅 れ て 大 きな ピー

ク を迎 える 尿管蠕動の 低 Fを 示す．
【考剰 数え落 しは，点線源 よ りも面 線源 に よる 方が 大 きい ．投与量 を測定す る 場合は点線源 で あ り，患者 デ

ー
タ収集を行 う場

合 は ，不均一分 布 な が ら ［角線源 と考え る と実験結果 とよ く
一
致す る．よ っ て 補正 を行 う場合は，すべ て の 検査 段 階 に お い て 行

わない と，補正 を全 く行 わ ない 場合よ り も過小評価 して い る場合 も有 り，注意を要 す る．特 に ダ イ ナ ミ ッ ク収集か ら定量値 を

求め る パ トラ ッ ク プ ロ ッ トな ど も同 様の 注意 が 必 要 で あ る．尿管の 蠕動 と腎機能は 相関す る が，必ず しも全 例
一

致せ ず独 自の

機 能 を示唆す る 例が 見 ら れ，今後 の さら な る検討 が 必 要で ある．
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